
策を進めていく必要がある。 緊急対策として計画高を確保をするための鋼矢板先行工事を行

　都市河川の整備においては、周辺環境と調和するよう、景観 うことにより、被害の軽減に努める。また、河川機能が低下し

や自然環境に配慮し、親しみやすい水辺環境とすることも重要 ている部分から護岸整備を先行して進めていく。

であり治水と連動し、現状にある樹木や植栽を、極力活かした

整備を行うことが求められている。

　上戸田川改修事業は約47mの整備が完了した。しかしながら、上戸田川の河川用地につい

ては、土地区画整理事業地区内の関係権利者の移転に時間を要しており少し遅れ気味である

Ｂ
。さくら川整備事業の進捗は、ほぼ予定のとおりであり、引き続き浸水被害の軽減を図るた

めに整備を進める。

　上戸田川改修事業については、国庫補助金や蕨市負担金を活用し、引き続き整備を進めて

いく。さくら川整備事業については、浸水被害発生箇所の早期整備を進めていくとともに、

↑ 流下能力確保のために橋梁の架け替えの検討を進める必要がある。

　そのため、予算の拡充と技術力を備えた職員の配置が必要である。

　上戸田川改修事業については、国庫補助金や蕨市からの負担金を活用し土地区画整理事業において用地が確保できた箇所から、護岸整備

を行い治水機能の向上を図る。

　また、さくら川整備事業については、さいたま市からの負担金を活用するなど治水機能の向上を図るため、計画的に整備を進めていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月26日 作成者名 早川　昌彦 評価者名 小森　敏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・道路河川課

04 河川・水路 都市整備部・土地区画整理事務所

55 治水機能の向上

河川の整備を進めていくことで、親水機能に配慮しつつ、市民が水害に対して安心して、安全に生活できるようにします。

上戸田川改修事業

さくら川整備事業

上戸田川流域の浸水想定面 河川改修による浸水想定面積の減少
ha 5 7 7 6.5 6.5 5.9

積 (市役所南通りまで整備した場合 )
上戸田川整備延長 整備総延長

ｍ 1,182 1,002 1,002 1,051 1,051 1,098
(平成26年度末で1002m整備済 )

さくら川整備延長 整備総延長
ｍ 1,660 1,240 1,363 1,408 1,484 1,515

(平成27年度末で1240m整備済 )

　上戸田川整備については、新曽第二土地区画整理事業地区内 　上戸田川整備については、土地区画整理事務所と連携しなが

の関係権利者の協力が必須である。 ら、河川用地を確保するために補償交渉を順次進めていく。

　さくら川整備については、昨年の台風19号において浸水被害 　さくら川整備については、令和元年東日本台風の影響による

が発生していることから緊急対
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02 河川総務事務費　（道路河川課）

河川総務事務費

法
定

1,216
6,333

1,770

１ － － － － １ 予01 01 08 03 01 02 01 2,694

事業の運営に必要な物品の購 2,694 6,333

入や支払い、河川占用業務な 5,136

03 河川維持管理費　（道路河川課）

河川維持管理費

任
意

41,504 令和3年度から7689
74,127

52,548 河川将来像事業及び

４ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ４ Ｂ01 01 08 03 01 03 01 43,764 21234水路維持費を

市の管理河川(上戸田川、さ 43,663 統合 74,015

くら川、新曽さくら川)、浄 12,806
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